
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 〇 できること。できるかな !! 】  【 ×△？ 考え中。ちょっと厳しいかな。 】 

 

・「 家庭でも花いっぱい運動 」       ・ 「 先進地視察研修 」  

・「 花いっぱい運動 」 

２区・３区・７区「ミニオンアジェ」       ・ 「 地区 文 化 祭」 

    ・幼・小学校 参加 参加中。             (８月の区長会で可否決定。) 

 ・ 「 川 柳 」 募 集 
 

 

 

 

・少年の主張「作文・標語」コンクール    × 球技大会 (ドッチボール) 

 〇「 親 子 映 画 会 」 

・河内ふれあい  7/24 

       ・逢瀬公民館 7/31        ・ボウリング教室 ⇒ 代替え案 検討中。! 
 

 

 

× 春季球技大会 

・冬季スポーツ大会 △     ×「 町民運動会 」(６月の区長会で中止決定。) 

 

 

 

２年目、、、コロナ禍とともに令和 3 年の春を迎え早や夏となりました。まさか、二度目の夏を迎えよ

うとは 、、、。  

昨年初頭に見た科学番組の中では、驚異的なスピードでワクチンが開発され効を奏したとしても、  

表面上の「終息」には 3～4年かかり、いわゆる以前の「日常生活」が戻るのはその後一年はかかるであ

ろう。という内容のものであったと記憶します。つまり「以前の日常
．．．．．

」は早くてあと 2、3 年後、という

ことでしょうか。？ これは、新型感染症が世界的に流行の兆しを見せ始めた頃の科学者の予測ではあ

りましたが、あと 2～3年と思うとさすがに長く思え、意気消沈、滅入ります。しかしながら、現実に目

をやれば、自重、自粛しつつも日々の生活は進行しています。日並みは止まらず、止まるはずもなく。 

でき得る事を淡々と遂行するしかなく、奮闘しつつも「挑戦」・「前進」している人々もいます。否、もは

や今のこの状況が、「新しい
．．．

日常
．．

」なのか、とも錯覚してしまいます。ここは、「無理・無駄・慣例」を問

い直すチャンスと
．．．．．

捉え
．．

、新しい「持続可能な
．．．．．

世界
．．

」を想像してみましょう。そういった世は、自ずとやっ

て来るのか、創るのか。？  

言えることは、「人が変わらなければ、地域が変わらなければ、何も変わらない。」と言うことでしょう

か。!!  さぁ、もうひと踏ん張り、協同作戦で行きましょう。 

☆ 令和３年度 各種団体の主な事業について ☆ 
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【 明るいまちづくり推進委員会 】 

【 逢瀬町体育協会 】 

【 青少協 逢瀬地区協議会 】 

今年度も各種団体協力し、実行委員会形態で 「チャレンジプロジェクト」 を企画中です。 

逢瀬 公民館 だより 



【お知らせ】 先に、書面にて執行致しました団体の「総会」について、 

以下の通りご報告いたします。 ※ 協議事項の全てについて、 
 

  ・【明るいまちづくり】  25 名中 ― 24 名、異議なく賛成。 
 

・【青 少 協】     39 名中 ― 34 名  〃     可決承認。 
 

・【体 育 協 会】    42 名中 ― 32 名  〃 
 

  ※ コロナ禍の中、事業執行は難しいものがありますが、知恵を出し合い
．．．．．．．

 

出来るものを模索し、協同して
．．．．

 進みましょう。 

本年度も、ご意見、ご教示、宜しくお願い申し上げます。  

                          役員一同。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Γ 河内分館  」 

 

分館長・安藤道啓 
 

分館運営長 ・星 勇 

 運営員 ・佐藤則夫 

☆ ☆ ☆ 職員紹介・人事異動 ☆ ☆ ☆ 

「大槻公民館」へ 

異動となりました。

「体育協会・寿大学」

などを担当させてい

ただきました。            

６年間お世話になり

ました。 

令和 3年度 「逢瀬公民館」 職員紹介 (会計年度任用職員) 
 

・ 施設長 (館長) 安藤道啓 
 

    ・主事 ・ 大坪延子 ・ 芳賀琴絵 ・ 橋本幸子 (片平公民館より) 
 

・主任用務員 熊田隆一 
 

(異動) ・ 渡辺純子 (大槻公民館へ) 

 

【社会教育補助員】 

・ 齋藤順子 ・ 遠藤則子 


